
 

 

平成 29年第 14回中津川市教育委員会議事録（要旨） 

 
 

日    時   平成 29年 12月 20日（水） 午後 1時 30分～ 

 

場    所   にぎわいプラザ 4－1会議室 

 

出席委員  教育長  本多 弘尚 

              委 員  田島 雅子   小栗 仁志   三尾 和樹 

 

事務職員  早川事務局長・大巾文化スポーツ部長 

小木曽教育次長兼学校教育課長・末木事務局次長兼教育企画課長 

西尾教育研修所長・丹羽幼児教育課長・足立子育て政策室長 

山下発達支援センター所長・林阿木高等学校事務長 

吉村施設計画推進室長・二村図書館長兼蛭川済美図書館長 

川合文化振興課長兼市史編さん室長・川上鉱物博物館長 

糸魚川生涯学習スポーツ課長・青木中央公民館長 

 

会議日程   1 開            会 

       2 前回議事録の承認 

3 教 育 長 報 告 

4 議            事 

5 閉 会 

 

 

 

番 号 議 題 結 果 

議第 29号 
平成 30 年度中津川市立小中学校教職員の人事異動方針

について 
承認 
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■教育長 ただいまから平成 29年度第 14回中津川市教育委員会を開催します。 

 日程第 2、前回議事録の承認につきましては回議といたします。よろしくお願い

します。 

 日程第 3、教育長報告を行います。お手元に報告概要を配付させていただきまし

たのでご参照ください。 

 前回 11月 22日以降の出席行事等を中心に報告いたします。 

 11 月 24 日は、教育文化資料委員会に出席しました。これは大学の先生と教員Ｏ

Ｂの方が、市の教育年表や学校日誌の資料整備を南小学校の一室で行ってくださっ

ているものです。28 日は下野小学校、田瀬小学校の校長先生と市教委とで統合に向

けての懇談会をもちました。29 日からは 12 月市議会が始まりました。同日、医療

懇談会（医師会のお医者さんたちの会）に参加しました。30 日には東濃地区の図工

美術教育の大会が中津川で行われました。12 月に入り、1 日には東濃の教育長会が

ありました。2 日には島崎藤村文芸祭の表彰会、3 日には杉の子幼稚園の発表会、

また、市民展の表彰式が行われました。5 日は校長会、6 日、7 日は来年度に向けて

東濃教育事務所と市内小中学校長との教職員の人事に関わる懇談会を行い出席しま

した。8 日、11 日は市議会の一般質問がありました。9 日は加子母の立志式、10 日

は東濃歌舞伎大会、15 日は教頭会に出席しました。16 日には発達支援センターつ

くしんぼのクリスマス会に出席、18 日は市議会予算決算委員会がありました。今後

の主な予定ですが、22 日は市議会の最終日です。1 月 5 日に消防出初式、7 日に成

人式が行われます。私からは以上です。 

 次に事務局及び文化スポーツ部からそれぞれ報告をします。早川事務局長。 

■事務局長 初めに市議会 12 月定例会についてご報告します。議会は 11 月 29 日

に開会し、12 月 22 日までの会期です。今回の議案は条例 4 件、その他 10 件、補正

予算 17 件の議案が上程されました。そのほか人事院勧告に基づく給与改定等の議

案、補正予算が追加で上程されています。補正予算では前回の教育委員会で審議い

ただきましたが、寄附により学校、保育園、発達支援センターなどの備品や図書を

購入する予算などを計上しました。 

 一般質問につきましては、12 月 8 日と 11 日の 2 日間行われ、10 人の議員から発

言通告があり、教育委員会事務局に関しては 4 人の議員からご質問をいただきまし

た。主な質問とその答弁内容を報告します。まず、田口文数議員から、「子どもの

食育、食べ物の危険について」ご質問がありました。清涼飲料水に含まれるカフェ

インのとり過ぎで体調不良になるという事例を挙げ、学校や家庭での食育の取り組

みについて質問をされました。現在も家庭とともに食育や早寝早起き朝ごはんに取

り組んでおり、今後はカフェインなどのとり過ぎについても広報していくことを答
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弁しました。水野賢一議員から福岡地区の学校施設の統廃合に向けた基本設計につ

いて進捗のご質問を受け、平成 30 年度に基本構想、基本計画に着手することを答

弁しています。粥川茂和議員からは、雇用を確保する施策の中で、将来市内企業に

就職してくれる若者の育成には学校教育が欠かせない、とのご質問をいただき、小

中学生が地元企業について知ることが大切で、すご技中津川プロジェクトなどの取

組みを行うとお答えしています。吉村久資議員は、中津川リニアのまちづくりビ

ジョンについてで、リニア開業後、首都圏が身近になるため、大学のサテライト

キャンパスや教育機関の誘致など、教育環境のレベルアップに取り組むとしていま

すが、その進捗と今後の施策についてのご質問でした。現在はまだ取り組まれてい

ませんが、今後視野に入れていきたいとお答えしました。 

 12 月 18 日に予算決算委員会が開催され、22 日が最終日となります。以上が 12

月定例市議会に関しての報告です。 

 それでは、前回以降の主な出席行事について報告します。 

 11 月 26 日、加子母教育の日が加子母小学校で開催されました。地域の皆さんが

先生となって加子母の地域のことを子どもたちに伝え、また、子どもたちと一緒に

考える取り組みが行われており、地域の皆さんの熱意を感じました。27 日は、子ど

も子育て会議を開催し、認定こども園について、また、子ども子育て支援事業計画

の取り組み状況についてなど検討をいただきました。そのほかの行事については、

5日に校長会、15日に教頭会、また同日夜は落合地区市政懇談会がありました。 

 これからの予定でが、28 日に仕事納め式、1 月 4 日に仕事初め式があります。5

日は消防出初式、7日は成人式に出席する予定です。 

 以上で事務局長の報告を終わります。 

■教育長 文化スポーツ部長、報告をお願いします。大巾文化スポーツ部長。 

■文化スポーツ部長 それでは文化スポーツ部にかかわる主な行事や事業について

ご報告します。 

 11 月 25 日、第 66 回中津川市民展が 12 月 3 日まで開催され、期間中の来場者は

1,273 人で、前年と比べ微増でした。11 月 26 日、第 6 回中津川図書館まつりが

「ひろげる」をテーマに開催され、1,807 名の参加者がありました。前日に前館長

の小林さんの講演があり、本との出会いについて楽しい図書館づくりのお話をいた

だきました。同日、加子母教育の日が加子母小学校で開催されました。同じく同日、

清流の国ぎふ秋の地歌舞伎公演 2017 が岐阜市で開催され、東濃歌舞伎中津川保存

会と蛭川歌舞伎保存会が出演しました。11 月 29 日、12 月定例会が開会しました。

12 月に入り、12 月 2 日、第 11 回島崎藤村記念文芸祭表彰式が開催されました。今

年は小中学校での文芸出前講座を開催するなど、現代詩、短歌、俳句、エッセイ、
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創作部門の総数で作品数 1,647 点、応募者数 1,526 名と前回を大きく上回ることが

できました。同日、ロータリークラブ 60 周年記念事業、ドラゴンズ野球教室に小

学生 90 名が参加し開催されました。12 月 3 日、中津川市民展表彰式が開催されま

した。洋画、日本画、版画、彫刻、書、写真、工芸の 7 部門に 287 点の出品をいた

だきました。今回は市民がより出品しやすくするため、洋画部門の規格サイズをＳ

100号からＳ50号以内に変更されております。 

 11 月 8 日、11 日、中津川市議会一般質問が行われ、文化スポーツ関係では三浦

八郎議員、吉村久資議員、鷹見憲三議員の 3 名から質問がありました。主なものと

して、鷹見憲三議員から「中心市街地美術館についての所見」を問われ、「市所蔵

品を展示するところがなく美術館建設の必要性を強く感じている」と答弁しました。 

 12 月 10 日、第 43 回東濃歌舞伎大会が開催され、513 名の来場者があり、昨年度

より約 100 名の増加がありました。第 42 回東濃地区スポーツ少年団駅伝交流会が

瑞浪市で開催されました。12 月 14 日、中津川市スポーツ推進委員会長の伊藤広幸

さんが平成 29 年度スポーツ推進委員功労者表彰の受賞を市長に報告されました。

伊藤さんは平成 5 年にスポーツ推進委員を就任して以来、東濃地区、岐阜県の役員

も務めています。12 月 18 日、中津商業高等学校バトントワリング部が第 45 回バト

ントワリング全国大会金賞（これは 2 位でしたが）の受賞を市長に報告されました。

中津商業の金賞受賞は初めてです。 

 今後の予定です。12 月 21 日、第 5 回全国小中学校リズムダンスふれあいコン

クールへ出場される阿木小学校 6 年生の激励会が市役所で開催されます。1 月に入

り、1 月 7 日、中津川市成人式が、「翔」―未来に向かって をテーマとして開催

されます。平成 9 年 4 月 2 日生まれから平成 10 年 4 月 1 日生まれの 858 名が対象

となります。教育委員の皆様のご出席をお願いします。1 月 13 日、はがきコンクー

ル表彰式が図書館で開催されます。 

 以上です。 

■教育長 ただいまの報告につきまして何かご質問、ご意見がありましたらお願い

します。 

 ないようですので、日程第 4、議事に入ります。日程第 1 議第 29 号「平成 30 年

度中津川市立小中学校教職員の人事異動方針について」説明をお願いします。小木

曽教育次長。 

 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

 

■教育長 ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見がありましたらお願いし
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ます。 

 田島委員。 

■田島委員 配置のところで、下から 4 行目、教員については教育実践力の向上を

図るため、研修校や高校、特別支援学校等への派遣を計画的に行うというところが

あるんですけど、研修校や高校というのは県内でしょうか。それとも全国的にでき

るのでしょうか。 

■教育長 小木曽教育次長。 

■教育次長 研修校は主に県内です。岐阜市にある中心の研修校と東濃地区にある

東教推の研修校です。高等学校は、高等学校の教員との交換人事で 1 年程度の交流、

高校の管理職との交流を行っています。特別支援学校も、県内近隣の特別支援学校

に 1 年から 3 年といった形で経験を積み、小中学生の特別支援教育の質の向上を図

ることを目的に行っています。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 全国のテストで非常にいい成績の石川県、秋田県などに教員派遣など

はないのでしょうか。 

■教育長 小木曽教育次長。 

■教育次長 そういった県との交流は現在ございません。鹿児島県については、教

諭で 3年間の交流を行っています。以前は宮城や他県もありました。 

■教育長 そのほかよろしいでしょうか。 

 小栗委員。 

■小栗委員 重点で新たに追加されたところですが、これは教職員だけではなくて

一般企業でも働き方改革で非常に見直しに取り組んでいかなければいけないという

ことがありますが、一口に働き方改革といってもいろいろな取り組みがあると思う

のですが、働き方改革の中の特にこういったところを人事異動に加味していきたい

ということがあったら教えてください。 

■教育長 小木曽教育次長。 

■教育事業 1 点目は通勤距離、時間です。市内中心部から加子母まで約 50 分、阿

木までは 25 分といった移動時間です。往復にすると、加子母ですと 2 時間近くを

毎日費やすということと、運転に神経を使うといったことから、家庭で子育てをし

ている方々や、そういったことへの配慮も必要な事項だと思っています。または、

小学校、中学校、大規模校、小規模校といった、学校の質によっても、1 人の職員

にかかる負担は変わってきます。その先生方の特性、事情に応じた異動をすること

で、負担軽減が図れると考えています。 

■教育長 そのほかよろしいですか。 
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 田島委員。 

■田島委員 女性校長について伺います。教師の方々の職場が、仕事の質、給与等

の面で、一番男女平等に近い職場だと私は思っています。しかし、小中学校で 31

校のうち、3 人が女性校長のときがあり、1 割ですが、また減ってしまい今は 2 人

です。女性の管理職について県内や全国的にはどんな状況なのでしょうか。 

■教育長 小木曽教育次長。 

■教育次長 日本全体の割合が非常に少ないです。海外の方が女性校長、管理職は

多くなっています。岐阜県に限定しても、やはり少ない方にランキングされていま

す。中津川市は、県内とほぼ同じぐらいで、比率的には 1 割から 1 割 5 分程度だと

実感しています。女性だからなれないということではなく、女性の方の意識も、私

は、それより子育てが大事だとかいう意識も若干見受けられます。受験数も女性は

非常に少ないのが現状です。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 男性と女性がお互いに認め合って協力し合って仕事をしているという

長い歴史が教員の世界にはあるので、女性の管理職になってもほかの職場と違って

非常に受け入れられやすい、女性が管理職として働きやすい場だと思うんです。国

の方針も、中津川市役所も、女性の管理職を多く育てていく形で動いている今なん

ですが、その辺をどうお考えか、もしくは工夫でもあれば教えてください。 

■教育長 小木曽教育次長。 

■教育次長 教育現場では女性管理職ならではのきめ細やかさや配慮、職員の和を

尊ぶという良さ、利点も大変多くありますし、たとえば生徒指導力といった部分も、

教頭やその他の職員のチーム力で補い合える職場だと思います。ですので、ぜひ女

性の管理職が多くなっていくことを望んでいますし、期待したいと思っています。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 こればかりは、なりたい人、意思のある人が進んでいかないといけな

いことであり、それには教育現場だけではなく、社会が、働きやすい、手が挙げや

すい状況をつくっていかないといけないと思うのですが、やはりリードしていくの

が教育現場のような気がしますので、しっかりと進んでいっていただけると嬉しい

です。 

■教育長 ほかにございますか。 

 ないようですので、議第 29 号については承認ということでよろしいでしょうか。 

 それでは議第 29 号「平成 30 年度中津川市立小中学校教職員の人事異動方針につ

いて」は承認とします。 

 これで本日の議事は終了しました。ありがとうございました。 
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 それでは事務局から次回の日程についてお願いします。末木事務局次長。 

■事務局次長 次回は平成 30 年 1 月 23 日火曜日 13 時 30 分からにぎわいプラザ 4

－1会議室、この場所で行いますのでよろしくお願いします。 

■教育長  次回は平成 30 年 1月 23 日火曜日 13 時 30 分からにぎわいプラザ 4－1

会議室ということです。お願いします。 

 以上で平成 29 年第 14 回中津川市教育委員会を終了といたします。お疲れさまで

した。 

 

〔 閉  会（午後１時５９分） 〕 

 

 

 


